
雷切りカーネーションの低温貯蔵と強制開花法

[要約］２２二主_ニーヱーョユを董切_、して、収穫直後または0℃で低温鮭蔵後にっぽみ

クリザールRa水溶液に浸漬して強制盟花させることにより出荷時期の調節が可能にな

る｡ 改植時に雷切りを行うことにより切花のロスが少なくなり収量が増加する。

園芸研究所・野菜花き部・花き花木研究室 連絡先 092-922-4111

部会名 園芸 専門 加工利用 対象 花き類 分類 普及

［背景・ねらい］

カーネーションは定植時期、摘心方法、温度管理等によって出荷時期の調節を行ってい

るが、気象条件によって開花期が前進する場合には需要期前の出荷となり経営的なメリッ

トが少なくなる。また５月以降の改植時には、開花間近の雷までも廃棄されているが、こ

れらの雷を出荷することができれば確実に収量が増加し経営的な効果が大きい。そこで衝

切りカーネーションの採花ステージを明らかにするとともに、雷切り直後と茜切りしたカ

ーネーションを長期低温貯蔵した後の強制開花方法を確立する。

［成果の内容・特徴］

①篭切りしたカーネーションと収穫後に箱詰めで０℃、４０～60日間低温貯蔵した切花は、

温室内でつぼみクリザールRa水溶液（409／１）に２～13日間浸漬することによって強制的

に開花させることができる（図１，表１，表２）。

②藷のステージがＩ～、と小さい場合は、強制開花処理の期間が長く、管理が煩雑で開花

も不揃いとなりやすいので、採花ステージはⅣ～Ⅵとし、処理日数は７日以内とする（図

１，表１，表２）。

③４月に篭切りして直ちに強制開花処理を行う場合の採花ステージは、「せとのはつしも」

「タンガ」ではＶ～Ⅵがよい。４０～60日間低温貯蔵した後に強制開花処理する場合の採花

ステージは、「せとのはつしも」ではⅢ～Ⅵ、「タンガ」ではＶの大きさが実用的である

（図１、表１，表２）。

［成果の活用面・留意点］

①カーネーション産地における出荷調節技術として活用する。

②茜切りで貯蔵する場合は、収穫前に殺菌剤で十分に防除を行い貯蔵中の腐敗等の発生を

予防する。

③強制開花処理に当たっては、雷のステージを揃えて処理し一斉に開花するように留意す

る。
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表１採花ステージ（茜の大きさ）（平成４年）
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図１採花ステージ（雷の外観）
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表２篭貯蔵と開花（平成４年）
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:せとのはつしも（４月１７日）、タンガ（４月２０日）

:雷収穫後直ちに開花処理を行った。

:ｴﾁﾚﾝ吸着剤処理フィルムで包み段ボール箱に詰め、０℃で貯蔵。

:強制開花剤（つぼみｸﾘｻ゙ ﾙーRa水溶液(409/』））に浸漬処理。

（14日目で打ち切り）

:強制開花処理終了から観賞性がなくなるまでの日数。

:低温貯蔵中または開花処理中に発生した障害。
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